
厚田地区におけるエネルギー地産地消事業化モデルについて

○事業について

■地域のエネルギーを地域に供給するモデルを構築することにより、停電しにくい、災害に強い地域づくりに寄与。

■また、発電時に生じる熱エネルギーも、地域の産業に活用するなど、新たな地域振興の方策を地域と共に検討。

○事業実施スケジュール

2018 2019 2020 2021 2022

事業可能性調査 設備導入
運用検証／地域エネル
ギー供給会社の設立

施設への売電開始

○検討会について

■検 討 会：委員長 北海道大学大学院工学研究院特任教授 近久武美 氏

（予定） 委 員 石狩市金融協会、北海道電力、東芝、あい風、防災まちづくり協会、地域の関係団体

■開催予定 ：第１回検討会 １２月１１日（火）14：00～ （石狩市厚田保健センター）

第２回検討会 ２月下旬

あいろーどパーク付近に

○太陽光発電及び小型風力発電設備

○エネルギーが貯められる燃料電池(ES)

を整備。

このエネルギーを独立した送電網（マイ

クログリッド）等にて公共施設、避難所

などに供給。

燃料電池
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